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Abstract 111e pu中 0田 ofthls paper Isωasce抗出nchildren's safety faculty fo:r fire escape. We surveyed 

む:hildren'sfi胞団長七yknowledge， 民havio:r， pe:rsonality and田 on，wi由 ou:rques鼠onn垣間.官1eres叫ts

a:re su血血 症izedas follows; 

l)The child:ren's behavior during畳間 escapeis加盟uencedby their personality， f加.uty，阻da出tude.

2)Child:ren who a:re deliberate担曲eirac低onsand who a:rεunc∞perative， w盟組kerefuge 

泊四lediately.3)Children whose prospectl judgment and socia1 etique抗ea:re high， will wait fo:r 

ins仕uctionfrom their teacher. 4)日resafe全yknowledge / behavior and personali匂Tare not di宜erent

between schools， but are di宜erentbetween classes. 

1. 序霊童

1阻 1 研書記(J)背景

現在学校では、災害時にあっては集団による一斉避難を

供がどんな行動を取るかを予測することである。すなわち、

児童・生徒の災害対応能力と個々の性格とがどのような関

係にあるのか知ることが求められる。

前提とした避難計画をたてている。しかし、災害はいつ発 ト 2 研究の自的

生するか分からない。休み時間や放課という時間帯、学齢 本研究は、火災時における小学校児童の災害対応能力を

による運動能力、判断力等の違い、あるいは個人差など、 把握するとともに、児童個々の性格が避難行動時にどのよ

災害発生の多様性を考えると、現在の教師を中心とした避 うな影響を与えるのかを明らかにする。

難誘導には限界があることも否定できない。こうした状況

を補う予防対策のーっとして、児童ー生徒に適切な防災教 ト 3 研翼方法

育や訓練を施すことにより、個々の災害対応能力を向上さ 研究は以下の 3つの手順で行った。

せることが有効であると考えられる。そのためにはまず、 ① 児童の火災対応能力を知るために、火災知識・行

実際に児童@生徒たちが、災害に対してどの程度の知識、 動・判断に関するアンケート調査の実施とその分

行動、判断能力を備えているのか把握する必要がある。さ 析

らにこうした能力を避難計画に生かすには、どういった子 ② 児童の普段の生活における性格や能力・態度、行

動の速さ・正確さを知るために、 3つのテストか

*1 愛知工業大学工学部建築学科(豊田市) ら構成される市販の「学校安全検査」の実施とそ

*2 名古屋市立大学(名古屋市) の分析

*3 椙山女学園大学(名古屋市) ③ ①と②の 2つの調査結果の相互関係の分析

*4 愛知工業大学工学部建築学科(豊田市)

*5 名古屋文理短期大学(名古屋市) 1 .4 調査の額要

ネ6 愛知教育大学附属名古屋小学校(名古屋市) 調査対象: 対象校としては名古屋市内の小学校 3校で、
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小学生の中でも災害に対して最も経験や知識をもっ六年

生 361人を対象とした。(表 1) 

調査手順: クラスの担任が調査マニュアノレにしたがって

「火災知識。行動調査」と「学校安全検査」を行う。所要時

間は 10分と 40分の計 50分。

調査日:2000年四月実施

表 1 調査校の概要

火災知識・行動に関する調査

図 1 火~知識園行動の関する調査の構成

2.火箆知識.fj-量誌に醸する覇査

「火災知識・行動に関する調査Jは、児童の火災につい

てのイメージを探るものであり、図 1に示すように、大き

く分けて火災の意識、知識、行動の 3つの設聞から成り立

っている。設聞は、意識に関するもの 4問、知識に関する

もの 9問、行動に関するもの 4聞の計 17問である。分析

にあたっては知識と行動の項目を点数化し、知識 20点満

点、行動 20点満点、計 40点満点で個々の児童の火災対

応能力を評価した。

2 周 1 .Ii量数化による轄徴

火災知識について表2に示すように、学校別に平均値を

求めた。平均値は 20 点満点中1l.10~12.30 点で、いずれ

の質問も学校聞に差は見られない。しかし各校ともクラス

聞に差 (8.42~13.26点)が見られた。

火災時の行動については、質問によって学校聞に多少の

バラツキが見られるものの、平均値は 16.0~16.3 点で、

学校聞に差は見られない。しかし各校ともクラス聞に差

(11.09~ 16.38点)が見られた。

なお、合計点については最低点が 15点、最高点が 40

点であった。

表 2 学校間別火災知識・行動の点数結果

2 国 2 火箆iこ対する重量議

火災の怖さについては、 73%の児童が「怖い」と答えて

いる。「怖くない」が 8%、「面白い」が 2%見られた。

また、火災発生の可能性については、図 2に示すように、

「おきやすい」と感じている者と、「おきにくいJと感じてい

る者がほぼ同数であった。

。詰 20首 40話 60弘 80% 

ロ1非常におきやすい圏2おきやすい ロ3ややおきやすい

園4どちらでもない 固5ややおきにくい 圏日全くおきない

図2 火災発生の可能性

40目 60覧 SO覧 100且

豊富2周囲同調ロ3教室集合圏4指示待ち

圏6自己消火園7その他 圏未回答

図3 児童の休み時間の避難行動

2'3 火箆知麓

学校間で調査結果に差が見られたものは、「煙の流動」

に関するものと「火災時に窓をどうしたらいいか」の 2

つのみで、あった。



火災時における子供の対応能力に関する研究 161 

「煙の流動」については 79%の者が理解しているが、「窓

の開閉Jについては半数が理解していない。

2 園 4 火築時の宥霊訪

学校間で差が見られたものに、「単独で避難が可能か」

と「休み時間に火災が発生したときどのような行動をとる

か」であった。

単独で避難が可能とする者は 57%しかなく、 6年生と

いえども 10人に 4人は単独での避難は困難であると考え

ている。

図3は、 3校全体における児童の休み時間における避難

行動を示したものである。ほぽ半数近くの児童は「教師の

指示を待つ」という回答を選んでいる。次いで、「すぐに

避難するJ26%、「周囲に同調するJll%、「教師に報告す

るJ9%、「教室に集合するJ7%、「自分で消火するJl%と、

多様な行動をとることがうかがえる。

また、避難時の障害者への対応については、「支援する」

と答えた者は 70%で、「教師に依頼するJが 24%、「自分が

先に逃げる」が 6%であった。

3.学韓安全韓査

「学校安全検査」は、安全指導計画樹立のために児童の

実態を把握するという目的と、指導効果を評価するなどの

目的のため作成されたものである。

学校安全検査は、図 4に示すように、テスト 1:能力ー

態度、テスト 2:性格、テスト 3・行動の速さ。正確さの 3

つのテストから成り立っており、テスト 1、テスト 2に関

してはさらに 3分割され詳細に分析できる。

この検査では、全ての項目は点数化され、能力・態度

40点、性格 30点、動作の速さ@正確さ 120点満点の計 190

点満点である。なお、全体的には high、middle、10wの3

段階で評価することができる。

園4 学校安全検査の構成

3 ・1 点数化による特犠

表 3は学校別に学校安全検査を点数化したものである。

能力 e 態度の平均点については 23.94~25.61 点、性格

は 19.74~20.21 点、動作の速さ・正確さは 36.23~38.31

点、合計平均は 81.80~82.94 点であった。この結果は、

火災知識と同様、学校聞に差は見られない。クラス間につ

いても同様であるが、若干差が見られた学校もあった。

なお、合計点については最低点、が 51点、最高点が 114

点で、あった。

表 3 学校間別学校安全検査の点数結果

:3 . :2 能力固襲撃藍

能力@態度の人数分布は、「知識・理解Jを除いて、概

ね high、midd1e、10wの 3つのグループにバランスよく分

布している。

3 固 3 性檎

図 5は性格合計での分布状況を示したものである。 High

グループに多少偏りが見られるが概ねバランスよく分布

している。

個々の項目別に見ると、「情緒安定性」は 62%、「協調性」

は 54%が highグループに属する。

0弱 10弘 20弘 30曳 40混 50% 60誌 70覧 80% 90iる 100誌

直面亘亙亙亘E

図 5 性格合計での分布状況

3 置 4 動作の速さ咽正確さ

全体的には IlowJ46%、Imidd1eJ 43%、IhighJ11% 

で、動作の速さ、正確さが劣る者が多い。

4.火箆知麓 a 行動と性格の麗係

4 • 1 分析方法
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「火災知識ー行動に関する調査」と「学校安全検査」の 2

つのアンケート調査より、各々の項目について SPSS解析

ソフトを用いて分析を行った。これにより性格や能力・態

度などによる避難行動の違いや火災に対する意識の違い

についてクロス集計を行う。本項で扱う項目は、表 4のと

おりで、以下の集計結果については有意差が出たものであ

る。

表 4 ク口ス集計相関図

能力圃態麗 性格 正行

長自 予 社 情 曜重富

識 j則 dz与z 緒 f嚢 協 さの
的 安 重 調 連

理観 半麟IJ 態 性 性 さ
摩

意識 C 。 。
知識

行動 。。。。

high 

middle 

low 

。出 20弘 40覧 60弘 80首 100覧

ロ1即避難 圏2周囲向調ロ3教室集合圏4指示待ちJ
図5報告 菌8自己消火圏7その他 圏未回答|

図 S 休み時間の避難行動と社会的態度

(有意確率圃 000)

4 園2 火2短時の行軍強と社会的聾藍の関係

図 6は休み時間の避難行動と社会的態度の関係を見た

ものである。社会的態度の低い児童は休み時間の避難行動

として「すぐに避難する」を選ぶ傾向が見られ、その割合

は 41%で、社会的態度の高い児童の 18%と比較して 2倍

以上である。

一方、社会的態度が高くなるにつれて「教師の指示を待

つ」を選ぶ児童が 19%から 59%へと 3倍以上増加する。

また、予測固判断についても社会的態度と同じ傾向が見ら

れる。

4 0 3 協調性と火2短時の行動の関係

図 7は、休み時間の避難行動と「協調性」の関係を見た

ものである。性格の一側面である協調性が高くなるにつれ

て「教師の指示を待つ」の回答を選ぶ児童が 24%から 57%

へと 2倍以上に増加する。そして、協調性の低い児童ほど

「すぐに避難する」の回答を選ぶ割合が 41%と多くなる。

また、協調性の低い児童が「屑囲に同調する」を選ぶ割合

も高くなっている。この傾向は、慎重性についても同様で

ある。

high 

middle 

low 

0弘 20% 40出品O出 80覧 100拓

団1即避難 童書2麗囲同調印教室集合顔4指示待ちJ
同35報告 騒8自己消火豊富7その他 圏未回答|

図 7 休み時間の避難行動と協調性

(有意確率園 000)

high 

middle 

low 

自首 20弘 40話

口1繍い 圏2怖くない
圏4わからない図5その他

60目 80拓

国面白F「

圏 8 火災の怖さと知識園理解の謹度

(有意確率 .002) 

100首
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4"4  意識 ('~kl誌の輔さ)と知識a理解の関犠

児童の多くは火災について怖いと感じていることが図

8よりわかる。しかし、知識・理解の高い児童の中に火災

を「わからない」と感じているものが 30%近くも見られ

ることから、火災を分かりやすく学べる方法の開発が望ま

れる。

4 園 5 意識{火援の輔さ)と予灘困鞠断の関保

図9は、「火災の怖さ」意識と予測。判断能力の関係を示

したものである。予測・判断の低い児童は、高い児童に比

べ火災が「怖い」者が少ない。逆に「怖くない」と「わから

ない」者を含めると 40%にも上る。こうした結果は予測・

判断の低い児童は火災の怖さ意識に欠けると判断される。

high 

middle 

low 

O弘 20% 40% 60弘 80覧 100覧

ロ1怖い 圏 2怖くない ロ3菌白L、 |
闘4わからない図5その他 i 

国 9 火箆の棉さと予測 6 判断

(有意確率 .001 ) 

4 ・6 意識むた災発生の可能性}と行動の速さの関係

図 10は、火災発生の可能性と行動の速さの関係を見た

ものである。火災発生の可能性については、行動の遅い児

童の場合、学校で

しい、リ」と感じている児童の合計割合が 1臼7%でで、、行動の速い

児童の合計割合 5%と比較して 3倍程度高い。これに対し

て、行動の速い児童の中には「全くおきない」と感じてい

るものが 21%で、行動の遅い児童の 6%と比べて逆に 3

倍程度高くなっている。こうした油断は突発的な災害に対

して危険性を高める要因となると考えられる。

4 ・7 障害者への謁蕗と桂会的態農の関係

図 11は、障害者への対応と社会的態度の関係を示した

ものである。「もし火災時に障害者が隣にいたらどうしま

すか」という聞に対し、ほとんどの児童が「支援するJと

いう回答を選んでいる。しかし、社会的態度の低い児童は

他のグループに比べ 3倍以上の 14%が「先に避難Jの回

答を選ぶ傾向が見られた。

high 

middle 

low 

。弘 20出 40見 60弘 80% 100唱

団 1非常におきやすい闘2おきやすい

日コ3ややおきやすい 圏4どちらでもない j 

宿泊ややおきにくい 園自全くおきない | 

high 

middle 

low 

5園考察

園 10 火災発生の可能性と行動の速さ

(有意確率園 006)

。覧 20出 40% 60見 80覧 100首

|回1支援圏域に避難回3教師依頼圏未記入」

図 11 障害者への対応と社会的態度

(有意確率司 044)

クロス集計結果より、火災の意識、知識、行動と児童の

能力・態度、性格、行動の速さには表 5のような関係が見

られる。

これより火災時の避難行動で、予測・判断や社会的態度
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表 5 ク口ス集計結果の関係

備特習曜時 3MJ.絞納さ ~銭的萌留さ

お
主旨

即
方言 椀

菌 き
遊

待 い
自 や

難
ち

~\ す

い

態度悶+S 

知識・理体 × 。
予測・判闘 × @ @ × 

控会請犠揺 × @ 
性
格 慎重世 × 。
協調~ × @ 

行観的速さ正義姿 × 

<凡例>:@"，横軸項目に優秀な児童

X'一横軸項呂に劣る児童

金

く
お
き
な
い

@ 

が優れている児童が「教師の指示を待つ」の回答を選ぶの

は、教師を信頼し、周囲の状況が十分に把握できているた

めと考えられる。これは、慎重性や協調性が優れている児

童についても同様のことが言える。しかしこうした児童は、

学校が求める模範的解答を選んでいるに過ぎない面も否

定できない。

社会的態度、予測圃判断、協調性などが低い児童は、他

人に配慮する余裕がなく、すぐに避難するという自己中心

的な行動をとる傾向が強い。また、慎重性や協調性の低い

児童は、自分で判断することが出来ず「周囲に同調する」

のように周りの人の動きに左右される傾向も強い。

こうした面は火災に対する意識でも見られた。予測・判

6，結論

小学 6年生を対象にして、火災の知識、行動、判断力を

把握する調査を行った。また児童の性格調査も行い、両

者の関係について考察した結果、火災時の避難行動には、

児童の性格や能力。態度が深く関わっていることが明ら

かとなった。主な結果は以下のとおりである。

@火災知識。行動や能力。性格には学校聞に差は見られな

いが、クラス開には差が見られる。

。火災に対する意識は、児童の能力@態度により様々であ

る0

・避難行動と最も深く関わる性格の特徴は、慎重性や協調

性である。

。能力・態度で避難行動に影響を及ぼすものは、予測・判断

や社会的態度である。

。性格や能力@態度が優れている児童は教師からの指示を

待つ傾向がある。

@慎重性や協調性の低い児童は火災時すぐに避難する傾向

が見られる。

今後の課題としては、火災時の災害対応能力が、教師、

学校、家庭、地域などの環境からどのように影響を受けて

いるかを明らかにする必要がある。また、こうしたことを

踏まえて学校では円滑に児童を避難させられるよう、学校

事情を踏まえた学校防災体制の検討が求められる。
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